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	２．制度利用者の概要　○　対象中小企業者の約２割が加入　○　平均貸付額は約730万円で、ニーズの大半は現行貸付限度額でカバー
	３．事業規模（加入者数、貸付残高)　　　○　加入者数は、Ｈ７年度をピークに、減少基調。　　　○　貸付残高は、平成２年度を底に拡大。Ｈ９年度以降は、約3500億円で推移。
	４．新規貸出額　　○　新規貸出額（年間）は、Ｈ６年度以降、平均年間930億円程度で推移
	５．利用実績（他の公的金融措置との比較） ○ 倒産防止共済制度は、他の公的金融措置と比べ、利用実績が高い。
	６．延滞債権等の状況　　○　延滞債権残高は、Ｈ６年度以降、急速な増加　　○　延滞債権残高の貸付残高比は、Ｈ６年度以降上昇し、１１年度以降は３０％　　　　を上回る。
	７．回収率と運用利回り 　　○　回収率は、８年度から１２年度は８３％台であったが、１４年度は８１％に低下。　　○　１５年度の回収率は、８２．７％に上昇　　○　運用利回りは、７年度以降、１％程度を推移。１４年度は０．７％。
	８．剰余金の規模　　○　剰余金残高は、Ｈ６年度の約500億円をピークに低下し、Ｈ１４年度に約300億円　　　　まで減少　　○　Ｈ１３年度以降、剰余金残高の貸付残高比率が10％を下回る。
	１０．貸倒引当金の考え方（１４年度）
	１１．年度収支の状況　○　年度収支は、回収の低下に伴う貸倒引当金積増の増大　　　　により、赤字基調
	
	１３．平成１５年度短期延滞の状況
	１４．支払期日後の期間経過に対する遅延金回収確率 Collectability of Delinquent Commercial Debts at Time Intervals After the Due Date
	１５. 平成１４年度末の管理債権の状況（残高１，３１６億円)　　（３ヶ月以上延滞、法・私的整理等）
	１７．掛金月額、共済金貸付額　　○　掛金月額は、加入累計平均で約２０，３００円　○　共済金貸付金額は、平均約７１０万円（平成１５年度）

